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電子入札システムの導入について

令和４年１月

独立行政法人 製品評価技術基盤機構
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１．導入の目的

入札・開札事務（公開見積を含む。）の電子化により、入
札・契約業務における公平性・透明性の確保の一層の促進、
利便性の向上等を目指すものです。

◆ 透明性の確保

業者選定手続きの電子化により、公正性を強化するとともに、システム上で入
札等にかかる案件情報を広く公開することにより、業者選定手続きに係る透明
性の確保を図ります。

◆ 競争性の向上

入札会場へ赴かなくても、自社のパソコンから入札等に参加することを可能と
して入札等参加者（受注者）の負担を軽減し、利便性向上を図ることにより、入
札等の参加機会を拡大し、競争性の向上を図ります。
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２．電子入札システムの特徴

◆ 電子入札コアシステムの採用

国土交通省や他の多くの自治体と共通のシステムである「電子入札コアシステム※」
を採用します。

受注者側の基本的な操作方法は、「電子入札コアシステム」を採用している省庁や他
の自治体のものと共通です。

これから導入される事業者は、 IC カード・カードリーダー を 準備する必要があります。

◆ システムの整備

費用対効果の面で有利なＡＳＰ（Application Service Provider）方式のシステムを採用
します。

※ （財）日本建設情報総合センター（JACIC)が提供
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電子入札システムイメージ図
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３．電子入札の対象範囲

対象範囲
◆ 「工事・コンサル」及び「物品・役務」に係る一般競争入札
◆ 公開見積

運用スケジュール
◆ 令和４年１月１２日、１７日 業者向け説明会
◆ 令和４年１月上旬～ 利用者登録の開始（電子入札システムへの登録）

※ ２月公告分から電子入札システム上での運用を開
始するため、１月末までに登録する用意をお願いしま
す。

◆ 令和4年2月公告分から運用開始

電子入札システム利用可能時間
◆ 平日８：３０から２０：００（土日祝日及び5月1日並びに12月29日から1月3日を除く）
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４．電子入札制度について

◆入札情報について
入札公告及び入札経過等の結果について、入札情報公開システムを活用しま

す。
紙面で提出された入札についてもこちらで公表します。

◆電子入札案件は原則電子で執行します。
ICカード等、環境設定の準備を進めてください。
当面の間、ICカード等、環境設定の準備が間に合わない場合に特例として紙

面での入札書提出も受け付けますので、紙入札方式参加申請書を入札日の前
日までに提出してください。

紙面で提出する入札書は、入札書の提出期限までに封入割印のうえ、企画管
理部 財務・会計課 （契約室 又は 大阪）に提出してください。（封筒には件名、
会社名等を記入してください。）

◆入札に必要となる提出書類の提出方法（一般競争入札に限る。）
システムで入札時に「資格決定通知書の写し」を添付します。
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５．従来の入札との差異

業務内容 現行 導入後

案件情報の確認 機構のHPに公告 システムに公表

入札書の作成 紙で作成 システム画面で入札金額
入力

入札書の提出 持参、郵送 システムよりインターネット
を介して送信

同価の場合のくじ引き 紙によるくじ システムの電子くじ

結果の通知 開札会場で読み上げ システムにて参加者に通
知

結果情報の提供 機構のHPに公表 当面は機構HPに公表

◆ 一般競争入札の場合
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６．システムへの入り方
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７．お問い合わせ窓口

●電子入札システム，入札情報公開システムの操作方法について
（株）日立システムズ 電子入札総合ヘルプデスク
受付時間：平日9：00～12：00，13：00～17：30
電話番号：0570-021-777
メールアドレス：sys-e-cydeenasphelp.rx@ml.hitachi-systems.com

●ＩＣカードの取得，設定について
電子入札コアシステム対応の各認証局

●入札制度及び個別案件について
独立行政法人製品評価技術基盤機構 企画管理部 財務・会計課 契約室
電話番号：03-3481-1932
メールアドレス：g-keiyaku@nite.go.jp


